



















キーワード： 保育環境（environment of child care and education）、語想起課題（verbal fluency task）、
























































































































密度が低くなったと考えられる。ただし、表 2 に示すとおり、 7 点満点中5.8 ～ 6.1の狭い範囲内での差
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
8 

































































































































































































天野成昭・近藤公久(1999). NTT データベースシリーズ 日本語の語彙特性. 東京：三省堂.
Crowe,S.J. & Prescott,T.J.(2003). Continuity and change in the development of category structure: Insights from the semantic 
fluency task. International Journal of Behavioral Development, 27(5), 467-479.
大神優子(2015).  保育環境知識に関する語想起課題の検討－実習経験の有無による比較－,  和洋女子大学紀要, 55, 99-107. 
利根川智子・音山若穂・和田明人・三浦主博・井上孝之・滝田良子・上村裕樹(2013).  保育者省察尺度の妥当性検討についての一研究.会
津大学短期大学部研究紀要,  70,  2-26.




Sumiyoshi, C., Ertugrul A., Yagcioglu,A.E.A., Sumiyoshi,T. (2009). Semantic memory deficits based on category fluency performance 
in schizophrenia: Similar impairment patterns of semantic organization across Turkish and Japanese patients. Psychiatry 
Research, 167, 47-57.
高濱裕子(2000).  保育者の熟達化プロセス：経験年数と事例に対する対応.  発達心理学研究,  11(3),  200-211.
高山静子(2014).  環境構成の理論と実践－保育の専門性に基づいて. 東京：エイデル研究所.
横山真貴子(1998)保育における読み聞かせはどのように熟達するのか－保育者養成専門学校の学生の視点からの検討－.  人間文化
論叢,  1,  119-129.
 大神　優子（和洋女子大学 人文社会科学系 准教授）
（2015年11月10日受理）
